
～
４
年
振
り
対
面
開
催
～

　
近
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
書

面
会
議
と
な
っ
て
い
た
青
年
部

大
会
で
す
が
、
今
年
は
従
来
の

対
面
の
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
副
島
副
部
長
の
開
会
の
挨
拶

か
ら
始
ま
り
、
議
長
に
は
本
田

幹
事
（
島
原
支
部
）
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
方
山
部
長
と
佐
藤
委
員
長
か

ら
の
挨
拶
、
本
部
役
員
、
本
部

青
年
部
ス
タ
ッ
フ
紹
介
を
経
て
、

一
年
間
の
活
動
経
過
報
告
を
方

山
部
長
よ
り
行
い
ま
し
た
。

　
松
浦
事
務
局
次
長
よ
り
新
年

度
の
活
動
方
針
に
つ
い
て
提
案

が
あ
り
、
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
新
年
度
役
員
の
改

選
も
行
わ
れ
、
去
年
か
ら
引
き

続
き
部
長
に
は
方
山
さ
ん
、
副

部
長
に
瀬
尾
さ
ん
、
事
務
局
長

に
副
島
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
大
会
で
は
一
件
の
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。「
住
ん
で
い
る

場
所
や
仕
事
、
家
庭
の
状
況
等

で
幹
事
会
な
ど
に
参
加
が
難
し

い
事
が
あ
る
の
で
、
普
段
の
本

部
青
年
部
幹
事
会
を
リ
モ
ー
ト

で
の
参
加
に
は
で
き
な
い
か
。

例
え
ば
、
書
記
局
の
負
担
に
は

な
る
が
、
支
部
の
パ
ソ
コ
ン
か

ら
、
も
し
く
は
各
個
人
の
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ホ
で
参
加
が
で
き

れ
ば
、
会
議
の
雰
囲
気
な
ど
感

じ
取
れ
る
様
に
な
る
の
で
、
検

討
を
お
願
い
し
た
い
」。

　
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
田
幹
事
の
議
長
解
任
後
に

は
、
特
別
講
演
『
救
命
救
急
講

習
（
心
肺
蘇
生
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用

法
に
つ
い
て
）』
が
、
長
崎
北

消
防
署
の
長
戸
さ
ん
よ
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
人
体
模
型
を
使
用

し
て
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
操
作
等
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
建
設
業
は
高
所
や
ク
レ
ー
ン

で
の
荷
揚
げ
感
電
等
、
危
険
な

作
業
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
労

災
に
限
ら
ず
、
ケ
ガ
は
い
つ
発

生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
一

度
見
た
だ
け
で
も
、
事
故
発
生

時
の
対
応
速
度
は
変
わ
っ
て
く

る
と
感
じ
ま
し
た
。
貴
重
な
講

演
で
大
変
有
意
義
で
し
た
。

　
最
後
に
方
山
新
部
長
の
団
結

頑
張
ろ
う
で
、
大
会
は
終
了
し

ま
し
た
。

本
部
青
年
部
大
会
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会
長
に
山
形
マ
ス
子
さ
ん 

副
会
長
に
樋
口
須
磨
子
さ
ん

　
七
月
五
日
、
建
設
長
崎
本
部

に
於
い
て
、
久
し
ぶ
り
に
本
部

主
婦
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

が
五
類
に
移
行
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
規
模
縮
小
な
が
ら
対
面

で
開
催
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
主
婦
会
・
本
部
役
員
・
書
記

局
含
め
総
勢
四
十
一
名
の
皆
様

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
初
め
に
、
金
子
副
会
長

か
ら
開
会
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
次
に
議
長
選
出
を
行
い
、

渡
辺
さ
ん
（
諫
早
支
部
）、
瀧

下
さ
ん
（
平
戸
支
部
）
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
馬
場
会
長
、
佐
藤

委
員
長
か
ら
も
挨
拶
を
い
た
だ

い
た
後
、
議
事
に
移
り
ま
し
た
。

　
馬
場
会
長
の
経
過
報
告
後
、

山
形
副
会
長
よ
り
活
動
方
針

（
案
）
が
提
案
さ
れ
、
全
員
の

拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
年
度
の
役
員
に
つ
き
ま
し

て
は
、
永
年
に
わ
た
り
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
、
馬
場
会
長
が
勇

退
さ
れ
、
令
和
五
年
度
の
会
長

に
山
形
マ
ス
子 

前
副
会
長（
浦

上
西
支
部
）、副
会
長
に
は
樋
口

須
磨
子 

前
理
事（
中
央
支
部
）

が
新
た
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
馬
場
前
会
長
に
は
、
こ
れ
ま

で
の
功
績
を
称
え
、
山
形
新
会

長
よ
り
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　
最
後
に
、
山
形
新
会
長
の
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
、
新
体
制
で

の
活
動
の
決
意
を
固
め
、
久
保

田
副
会
長
の
閉
会
の
挨
拶
を
も

ち
ま
し
て
、
無
事
終
了
し
ま
し

た
。

本
部
主
婦
会
　
総
会
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新

賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善
を
求
め
て

　
　
　
～
九
州
各
県
連
の
仲
間
と
交
渉
～

6 / 7 ～6 / 8
福 岡 市

　

六
月
七
日
、
八
日
に
福
岡
市
内
に
て
、
九
州
地
方
建
設
労
働
組
合
協
議
会
（
九
地

協
）
の
仲
間
五
十
名
と
共
に
企
業
交
渉
を
実
施
し
ま
し
た
。
対
象
は
国
土
交
通
省
九

州
整
備
局
や
ゼ
ネ
コ
ン
及
び
大
手
住
宅
企
業
十
五
社
。

　

建
設
長
崎
か
ら
は
、
賃
金
対
策
部
を
中
心
に
八
名
が
参
加
。
佐
藤
執
行
委
員
長
を

団
長
に
積
水
ハ
ウ
ス
㈱
、
松
井
建
設
㈱
へ
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
日
目
は
参
加
者
全
員
で
全

体
会
議
を
行
い
、
企
業
交
渉
に

臨
む
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認

し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
公
共

工
事
設
計
労
務
単
価
が
、
今
年

は
前
年
度
か
ら
約
五
％
増
加
す

る
一
方
で
、
建
設
労
働
者
の
賃

金
引
上
げ
に
は
至
っ
て
い
な
い

点
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入

で
免
税
事
業
者
が
排
除
さ
れ
る

恐
れ
が
あ
る
点
。
働
き
方
改
革

に
お
け
る
週
休
二
日
制
の
取
り

組
み
状
況
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
普

及
・
活
用
状
況
等
が
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。
全
体
で
の
意
思
統
一

を
し
っ
か
り
と
行
っ
た
上
で
、

午
後
か
ら
は
各
県
連
・
組
合
一

～
二
名
ず
つ
の
八
組
の
交
渉
団

に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当

企
業
へ
交
渉
に
臨
み
ま
し
た
。

　
ま
ず
積
水
ハ
ウ
ス
㈱
と
の
交

渉
で
は
、
賃
金
単
価
面
は
自
社

集
計
の
支
払
賃
金
デ
ー
タ
を
引

き
合
い
に
、
経
済
状
況
を
鑑
み

適
切
な
水
準
で
支
払
い
を
行
っ

て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
原
材
料
費
高
騰
に
伴
う
単

価
交
渉
に
つ
い
て
も
、
工
材
の

自
社
支
給
で
、
下
請
け
へ
の
し

わ
寄
せ
は
な
い
。
適
正
内
容
で

あ
れ
ば
単
価
交
渉
に
も
応
じ
て

い
る
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

補
足
と
し
て
、
九
州
エ
リ
ア
で

は
一
〇
％
の
単
価
引
き
上
げ
が

あ
っ
た
旨
も
報

告
を
受
け
ま
し

た
。

　
賃
金
引
き
上

げ
に
お
け
る
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
自
社
で
独
自
の

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
い
る
為
、

活
用
は
検
討
し
て
い
な
い
。
し

か
し
、
業
界
全
体
で
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

を
活
用
し
て
い
く
こ
と
に
な
れ

ば
、
将
来
的
に
は
連
携
も
視
野

に
、
検
討
し
て
い
く
と
の
こ
と

で
し
た
。
他
に
も
、
工
期
や
施

工
時
期
の
平
準
化
、
週
休
二
日

制
へ
の
対
応
の
為
、
独
自
の
工

程
表
シ
ス
テ
ム
や
現
場
入
場
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
生
産
性
の
向

上
に
努
め
て
い
る
こ
と
。
四
週

八
休
の
導
入
目
標
を
来
年
二
月

に
定
め
て
い
る
こ
と
。
不
払
い

や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
い
っ
た
諸

問
題
に
対
応
す
る
為
、
相
談

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
設
置
し
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
も
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　
二
日
目
の
最
後
に
は
、
全
体

で
の
報
告
会
を
行
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
交
渉
内
容
を
確
認
し
合
い

【建設企業】
鹿島建設　三井住友建設
清水建設　大豊建設
福田組　大林組
戸田建設　竹中工務店
松井建設　フジタ
多田建設

【住宅企業】
大和ハウス工業
積水ハウス
大東建託

【官庁】
国土交通省九州整備局

大手建設・住宅企業交渉
交渉企業一覧

《
本
部
青
年
部
役
員
》　
☆
は
新
任

部　
　
　

長　

片
山　

栄
治
（
大
浦
支
部
）

副

部

長
☆
瀬
尾　

友
謙
（
佐
世
保
中
央
支
部
）

事
務
局
長
☆
副
島　

具
巳
（
大
村
支
部
）

事
務
局
次
長　

松
浦　

優
紀
（
専
従
）

《
本
部
主
婦
会
役
員
》（
敬
称
略
）

【
本
部
四
役
】　

☆
は
新
任

会　
　
　

長
☆
山
形
マ
ス
子
（
浦
上
西
支
部
）

副

会

長　
久
保
田
由
美
子
（
島
原
支
部
）

副

会

長　

金
子　

嘉
子
（
佐
世
保
中
央
支
部
）

副

会

長
☆
樋
口
須
磨
子
（
中
央
支
部
）

事
務
局
長　

石
田　

哲
雄
（
専
従
）

事
務
局
次
長　

馬
場　

久
恵
（
専
従
）

積水ハウス㈱にて　要請書を手渡す佐藤委員長（左）

ま
し
た
。
次
回
の
交
渉
を
よ
り

良
い
も
の
に
し
、
引
き
続
き
建

設
労
働
者
の
処
遇
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
を
仲
間
と
共

に
確
認
し
終
了
し
ま
し
た
。

○
参
加
者
（
順
不
同
）

　
佐
藤
委
員
長
、
木
下
副
委
員

長
、
若
杉
書
記
次
長
、
里
支
部

長
、
野
口
副
支
部
長
、
大
賀
執

行
委
員
、
松
園
特
別
執
行
委
員
、

竹
下
書
記
局

救
命
救
急
を
体
験
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熱中症に注意‼
予防のためにこまめな水分、
塩分の補給を心がけ、休憩
も十分に取りましょう。

建 設 長 崎 毎月１回１５日発行　　２０２3年（令和５年）７月１５日発行第 ６97 号　（１９７４年５月３０日　第３種郵便物認可）�1



インボイス制度に関する　
　改正についてのお知らせ

消費税

今年の10月 １ 日から開始されるインボイス制度について、令和 ５年度税制改正により、新たな負担軽減措置・緩和措置が設けられました。

インボイス制度に関するお問合わせ先
インボイス制度特設サイト
インボイス制度のより詳
しい情報や国税庁が行っ
ているオンライン説明会
の動画、申請手続に関す
ること、Ｑ＆Ａなどを掲
載しています。

インボイスコールセンター
インボイス制度に関する一般的なご質
問を受け付けています。
0120-205-553
【受付時間】 9：00～17：00（土日祝除く）
（個別の相談は所轄の税務署へ事前予約をお願
いします）特設サイト

インボイスの登録申請と合わせて、消費税課税事業者選択届出書を提出し、令和 ５
年 １月より消費税の課税事業者となった事業者については、令和 ５年12月31日まで
に『消費税課税事業者選択不適用届出書』を提出することにより、令和 ５年10月から
課税事業者となる措置が設けられていることから、 ２割特例の適用が受けられます。

インボイスの登録申請と合わせて、消費税課税事業者選択届出書を提出し、令和 ５
年 １月より消費税の課税事業者となった事業者については、令和 ５年12月31日まで
に消費税課税事業者選択不適用届出書を提出することにより、令和 ５年10月から課
税事業者となる措置が設けられていることから、 ２割特例の適用が受けられます。

２割特例は、インボイス発行事業者の登録をしなければ、消費税を納める義務が免
除される事となる課税期間を対象としています。 令和 ５年10月 １ 日から令和 ８年 ９月30日までの日の属する課税期間対象期間

納付税額＝売上税額－特別控除税額（売上税額の ８割）
　　　　⇒売上税額の ２割

⬇
留意点
●　一般課税、簡易課税のどちらを選択していても ２ 割特例を適用可能
　適用にあたっては事前の届出は不要であり、申告時に選択することができます。
●�　 ２ 割特例適用後における消費税簡易課税制度選択届出書の提出時期の特例も設けられ
ています。

計算イメージ

適用が可能な期間のイメージ
個人事業者又は12月決算法人の場合

●�インボイス制度を機に、免税事業者（消費税課税事業者選択届出書の提出により課税事
業者となった場合を含む。）からインボイス発行事業者となった事業者

　➡つまり「基準期間　の課税売上高が １千万円以下のインボイス発行事業者」が対象です。

※基準期間とは、個人事業者：前々年、法人：前々事業年度

（※）

●�　消費税課税事業者選択届出書を提出して令和 ５ 年 ９ 月30日以前から課税事業者と
なる事業者の令和 ５年10月 １ 日を含む課税期間

●�　登録をしていない場合であっても、事業者免税点制度の適用を受けないこととな
る課税期間

ただし、例えば、以下の課税期間については ２割特例の適用はできません

適用可能となる事業者

令和 ５年 ４月以降の登録申請であっても、令和 ５年 ９月30日までに登録申請書を提
出した場合は、制度開始日である令和 ５年10月 １ 日から登録を受けることが可能で
す。
※　�登録の通知が制度開始日までに届かない場合であっても、令和 ５年10月 １ 日に

遡って登録を受けたものとみなされます。
インボイス制度への対応には事業者の皆様において事前の準備が必要となるほか、
登録通知が届くまで一定の期間を要しますので、登録することをお決めになられた
方についてはお早めの申請をおすすめします。
なお、申請から登録通知までに要する期間の目安は、国税庁HP「特設サイト」に
掲載しております。

見直し①

免税事業者が令和 ５年10月 ２ 日以後の日に登録を受ける場合、登録申請書に登録希
望日（提出日から15日以降の登録を受ける日として事業者が希望する日）を記載す
ることとし、その登録希望日から登録を受けることとなりました。
具体例 　免税事業者が令和 ６年 ２月 １日に登録を受けようとする場合

※　�登録の通知が登録希望日までに届かない場合であっても、登録希望日に遡って
登録を受けたものとみなされます。

見直し②

課税期間の初日から登録を受ける場合の申請書の提出期限と翌課税期間の初日から
登録を取りやめる場合の取消届出書の提出期限については以下のとおり見直されま
した。
●翌課税期間初日から登録の場合：翌課税期間の初日から15日前の日まで
●翌課税期間初日から取消の場合：翌課税期間の初日から15日前の日まで

見直し③

基準期間の課税売上高が １億円以下又は特定期間（※）における課税売上高が５千万
円以下の事業者が、令和 ５年10月 １ 日から令和11年 ９ 月30日までの間に国内におい
て行う課税仕入れについて、その金額が税込 １万円未満であるものについては、一
定の事項を記載した帳簿のみを保存することでインボイスの保存がなくても仕入税
額控除が可能となりました。
　※�特定期間とは、個人事業者：前年 １月～ ６月までの期間、法人：原則として前事業年度の開始の日以

後 ６月の期間

インボイス発行事業者が国内において行った課税資産の譲渡等につき、返品や値引

き、割戻しなどの売上げに係る対価の返還等を行った場合には返還インボイスの交

付義務がありますが、その金額が税込 １万円未満の場合には、交付義務が免除され

ることとなりました。

「税込 １万円未満」に該当するかどうかは、一回の取引の課税仕入れに係る金額
（税込）が １万円未満かどうかで判定します。そのため一商品ごとの金額で判定す
るものではありません。

１万円未満の判定単位

令和 ５年10月 １ 日から令和11年 ９ 月30日までに行う課税仕入れ対象期間

具体例
①　12月 ３ 日に ５千円の商品を購入し、12月10日に ７千円の商品を購入した場合
　➡　それぞれが税込 １万円未満の取引であるため、インボイスの保存が不要
②　 ５千円の商品と ７千円の商品（合計 １万 ２千円）を同時に購入した場合
　➡　税込 １万円以上の取引となるため、インボイスの保存が必要

具体例
売手が負担する振込手数料相当額を売上値引きとして処理している場合

適用期限はありません（インボイス制度開始時より適用されます。）対象期間

建 設 長 崎毎月１回１５日発行　　２０２３年（令和５年）７月１５日発行 （１９７４年５月３０日　第３種郵便物認可）　第 ６97 号 �2



　
「
支
部
旅
行
の
開
催
を
祝
し

ま
し
て
、
乾
杯
」。

　
時
刻
は
朝
の
八
時
を
回
っ
た

と
こ
ろ
。
宮
崎
へ
向
か
う
バ
ス

の
中
で
、
乾
杯
の
声
が
響
き
渡

り
ま
し
た
。
開
始
十
分
で
一
升

瓶
の
日
本
酒
が
空
に
な
り
、
今

日
を
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
た

の
が
伝
わ
り
ま
す
。

　

六
月
二
十
五
、二
十
六
日
、

実
に
四
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る

支
部
旅
行
に
、
参
加
者
の
顔
は

実
に
朗
ら
か
。
今
日
は
飲
み
明

か
す
ぞ
と
や
る
気
に
満
ち
溢
れ
、

バ
ス
の
中
は
既
に
お
祭
り
ム
ー

ド
で
し
た
。

　
一
行
は
高
速
に
乗
り
、
一
つ

目
の
目
的
地
、
熊
本
県
人
吉
市
、

繊
月
酒
造
へ
。
既
に
ほ
ろ
酔
い

の
方
も
ち
ら
ほ
ら
い
る
中
、
球

磨
焼
酎
の
試
飲
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
宮
崎
へ
ひ
た
走
り
、

一
日
目
最
後
の
観
光
地
、
青
島

神
社
へ
。
鬼
の
洗
濯
板
と
呼
ば

れ
る
岩
を
横
目
に
神
秘
的
な
境

内
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
観
光
も
そ
こ
そ
こ
に
一
同
は

ホ
テ
ル
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
。
お

待
ち
か
ね
の
宴
会
で
す
。
既
に

相
当
な
お
酒
を
消
費
し
て
い
る

か
ら
か
、
若
干
落
ち
着
い
た
ご

様
子
。
し
か
し
カ
ラ
オ
ケ
が
始

ま
る
と
、
再
び
の
盛
り
上
が
り

で
、
疲
れ
を
感
じ
さ
せ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
二
日
目
も
朝
食
か
ら
昨
夜
の

焼
酎
が
テ
ー
ブ
ル
を
行
っ
た
り

来
た
り
。
朝
日
が
ま
ぶ
し
い
七

時
の
こ
と
で
し
た
。

　
ホ
テ
ル
を
出
て
か
ら
は
直
ぐ

に
、
国
指
定
名
勝
の
鵜
戸
神
宮

を
巡
り
、
飫
肥
の
城
下
町
散
策
。

お
昼
を
取
っ
て
帰
宅
の
途
に
つ

き
ま
し
た
。
な
お
、
帰
路
で
も

お
酒
は
し
っ
か
り
消
費
し
て
お

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
参
加
者
は
合
計

五
十
八
人
で
し
た
。
岩
崎
支
部

長
の
声
掛
け
で
、
本
当
に
多
く

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
怪

我
無
く
終
了
し
ま
し
た
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

西彼支部

親
睦
旅
行
会

�

～
顔
は
朗
ら
か
、飲
み
明
か
す
ぞ
～

　
全
建
総
連
全
国
主
婦
交
流
集

会
が
六
月
十
五・
十
六
日
に
東

京
文
京
区
の
林
野
会
館
で
開
催

さ
れ
、
全
国
か
ら
三
十
一
県

連
・
組
合
か
ら
一
一
八
名
の
参

加
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
建
設
長
崎
か
ら
は
山
形
副
会

長
、
馬
場
久
恵
（
書
記
局
）、

松
下
美
由
紀
（
書
記
局
）、
私

の
四
名
で
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
開
会
の
後
、
主
催
者
や
全
建

総
連
・
大
地
副
執
行
委
員
長
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
全
体
学
習
会
で
は
、
建
設
業

に
お
け
る
「
働
き
方
改
革
関
連

法
へ
の
対
応
」
を
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
働
き
方
改
革

は
一
人
親
方
で
頑
張
っ
て
い
る

人
に
と
っ
て
は
大
変
む
ず
か
し

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。
他
に
は
、
雇
用
保
険
な
ど

わ
か
ら
な
い
事
が
あ
っ
た
ら
組

合
の
方
へ
相
談
し
て
下
さ
い
と

の
事
で
し
た
。

　
経
験
報
告
で
は
、
東
京
都
連

建
設
ユ
ニ
オ
ン
の
方
が
ご
主
人

の
急
病
で
大
変
だ
っ
た
事
に
つ

い
て
体
験
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
の
対
応
が
と
て
も
良
か
っ

た
そ
う
で
、
大
変
感
謝
し
て
い

る
と
の
事
で
し
た
。
今
は
ご
主

人
も
す
っ
か
り
元
気
に
な
り
、

奥
さ
ん
も
微
力
な
が
ら
組
織
拡

大
に
励
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

　
二
日
目
に
入
り
、
前
日
の
経

験
報
告
に
つ
い
て
各
分
科
会
に

分
か
れ
ま
し
た
。
私
と
山
形
さ

ん
は
第
三
分
科
会
に
入
り
、

「
仕
事
と
暮
ら
し
」「
平
和
を
守

る
た
め
」
に
つ
い
て
討
議
を
行

い
ま
し
た
。

　
長
崎
か
ら
と
い
う
事
で
私
も

指
名
を
受
け
「
平
和
を
守
る
た

め
」
に
つ
い
て
、「
広
島
と
長

崎
で
は
慰
霊
祭
を
行
っ
た
り
、

来
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

他
に
も
千
羽
鶴
の
作
成
、
慰
霊

碑
の
清
掃
や
署
名
を
行
い
ま

す
」
と
話
を
し
ま
し
た
。

　
東
京
で
の
初
参
加
の
主
婦
交

流
集
会
は
大
変
で
し
た
が
有
意

義
な
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
馬
場
さ
ん
、
松
下
さ

ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

�

（
馬
場
ヒ
ロ
子
）

第
63
期 

全
建
総
連

　
全
国
主
婦
交
流
集
会

～
平
和
を
守
る
た
め
、広
島・長
崎
と
で
交
流
～

　
梅
雨
の
真
っ
た
だ
中
の
二
日

間
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
実
施
で
き

な
か
っ
た
親
睦
旅
行
会
を
、
六

月
十
七
日
～
十
八
日
に
二
十
名

の
参
加
で
四
年
ぶ
り
に
開
催
し

ま
し
た
。

　
出
発
の
際
に
乗
車
場
所
を
勘

違
い
さ
れ
た
方
が
お
り
、
い
き

な
り
の
ト
ラ
ブ
ル
発
生
。
全
員

が
乗
車
す
る
ま
で
約
一
時
間
遅

れ
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
も

「
旅
の
い
い
思
い
出
に
な
る
」

と
、
皆
さ
ん
言
っ
て
く
だ
さ
り

ま
し
た
。
全
員
揃
っ
た
と
こ
ろ

で
、
支
部
長
の
あ
い
さ
つ
と
乾

杯
の
音
頭
で
、
宴
会
さ
な
が
ら

の
旅
行
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
最
初
の
目
的
地
は
唐
津
城
。

日
頃
の
行
い
が
良
い
の
か
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
唐
津
城
天
守
か

ら
見
え
る
素
晴
ら
し
い
展
望
、

特
に
『
虹
ノ
松
原
』
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
名
護

屋
城
博
物
館
に
て
、
豊
臣
秀
吉

が
朝
鮮
出
兵
の
際
に
出
兵
拠
点

と
し
た
名
護
屋
城
跡
に
つ
い
て
、

係
り
の
方
よ
り
説
明
を
受
け
た

り
、
黄
金
の
茶
室
な
ど
を
見
学

し
ま
し
た
。

　
宿
泊
は
美
肌
の
湯
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
原
鶴
温
泉
へ
。

温
泉
に
入
り
元
気
に
な
っ
た
の

か
、
宴
会
で
は
カ
ラ
オ
ケ
に
踊

り
に
と
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

　
二
日
目
は
、
太
刀
洗
平
和
記

念
館
と
セ
ピ
ア
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
見
学
。
セ
ピ
ア
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
と
は
、
個
人
で
昭
和
の
貴
重

な
名
車
を
一
〇
〇
台
以
上
収
集

し
て
い
る
社
長
の
所
有
す
る
車

を
展
示
し
て
お
り
、
皆
さ
ん
実

働
状
態
に
あ
る
色
々
な
車
を
見

な
が
ら
、
昔
を
懐
か
し
ん
で
い

る
よ
う
で
し
た
。

　
最
後
は
、
以
前
の
旅
行
で
人

気
の
あ
っ
た
大
川
組
子
を
体
験
、

普
段
と
は
勝
手
が
違
う
組
子
の

小
さ
な
木
片
に
四
苦
八
苦
し
な

が
ら
も
、
そ
こ
は
さ
す
が
組
合

員
さ
ん
。
経
験
を
頼
り
に
見
事

に
組
子
を
完
成
さ
せ
て
い
ま
し

た
。

　
あ
っ
と
い
う
間
の
二
日
間
で

し
た
が
、
天
気
も
良
く
、
た
く

さ
ん
の
お
土
産
と
思
い
出
と
と

も
に
無
事
に
終
了
い
た
し
ま
し

た
。

中央支部

親
睦
旅
行
会

�

～
ト
ラ
ブ
ル
も
、い
い
思
い
出
～

大川組子の体験
飫
お

肥
び

の城下町にて

　令和 ５年度の支部大会を下記日程で予定しています。この１年
間の活動報告と新年度の活動方針等についてそれぞれ協議されま
す。
　組合員の皆様にはご出席いただきますようお願いします。

令和 ５ 年度 支部大会開催日程

支部名 開催期日 会　　　場

中 央 ９月１日㈮ 19：00 地区労会館

大 浦 ９月１日㈮ 19：00 地区労会館

市 南 ８月25日㈮ 19：00 長崎南商工会

東 長 崎 ９月11日㈪ 18：30 東公民館

浦 上 西 ９月 ５日㈫ 19：00 組合本部

浦 上 東 ９月 ４日㈪ 19：00 組合本部

西 彼 ９月15日㈮ 19：00 時津コミュニティー
センター

諫 早 ８月30日㈬ 19：00 諫早勤労福祉会館

大 村 ９月19日㈫ 19：00 支部事務所

島 原 ９月21日㈭ 18：00 ザ・マーキーズ

佐世保中央 ８月24日㈭ 18：00 JA させぼホール

佐 世 保 東 ８月29日㈫ 19：00 広田地区コミュ
ニティーセンター

佐 世 保 北 ８月31日㈭ 19：00 中里皆瀬地区コミュ
ニティーセンター

北 松 ９月 ６日㈬ 18：30 サンパーク吉井

平 戸 ９月12日㈫ 18：00 旗松亭
※日程、会場については変更になる場合があります。浅草「雷門前」にて

講演「働き方改革関連法への対応」

建 設 長 崎 毎月１回１５日発行　　２０２3年（令和５年）７月１５日発行第 ６97 号　（１９７４年５月３０日　第３種郵便物認可）�3



■
『
高
齢
受
給
者
証
』
は
大
切

に
保
管
く
だ
さ
い

　

七
十
歳
以
上
の
方
に
は
、

七
十
五
歳
で
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
移
行
す
る
ま
で
の
期

間
、『
高
齢
受
給
者
証
』
を
交

付
し
て
お
り
ま
す
。

　
『
高
齢
受
給
者
証
』
と
は
、

医
療
機
関
の
窓
口
に
て
医
療
費

の
一
部
負
担
金
の
割
合
（
二
割

も
し
く
は
三
割
）
を
示
す
証
明

書
で
あ
り
、
医
療
機
関
等
で
受

診
さ
れ
る
際
は
必
ず
保
険
証
と

一
緒
に
窓
口
へ
提
示
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
毎
年
七
月
は
『
高
齢
受
給
者

証
』
の
更
新
時
期
で
す

　
『
高
齢
受
給
者
証
』
の
有
効

期
限
は
八
月
～
翌
年
七
月
ま
で

の
一
年
間
で
す
。
毎
年
、
八
月

一
日
を
基
準
日
と
し
て
自
己
負

担
割
合
を
判
定
し
、
七
月
中
に

新
し
い
『
高
齢
受
給
者
証
』
を

発
行
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度

も
七
月
下
旬
頃
に
発
送
致
し
ま

す
の
で
、
外
出
時
、
ご
帰
宅
時

の
際
に
は
そ
の
都
度
ご
自
宅
の

ポ
ス
ト
を
ご
確
認
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

※［
高
齢
受
給
者
証
在
中
］
と

記
載
さ
れ
た
グ
レ
ー
の
封
筒
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
『
高
齢
受
給
者
証
』
の
交
付

手
続
き
に
つ
い
て

　
長
建
国
保
で
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
（
個
人
番
号
）
に
よ
り
所

得
情
報
を
確
認
し
、
自
己
負
担

割
合
の
判
定
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
お
手
元
の
『
高
齢
受
給
者

証
』
の
一
部
負
担
金
の
割
合
は

必
ず
ご
確
認
い
た
だ
き
、
ご
不

明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
所

属
支
部
、
ま
た
は
長
建
国
保
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
郵
送
更
新
】

簡
易
書
留
に
て
発
送

　
も
う
既
に
お
受
け
取
り
に
な

ら
れ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
今
年
度
の
更
新
分
の
保
険

証
（
令
和
六
年
七
月
三
十
一
日

期
限
）
は
簡
易
書
留
郵
便
で
お

送
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
七
月
五
日
㈬
～
七
月
十
一

日
㈫
の
期
間
に
発
送
し
て
お

り
、
滞
り
が
無
け
れ
ば
皆
さ
ま

の
お
手
元
に
届
い
て
い
る
予
定

で
す
。

再
配
達
の
手
続
き
は
確
実
に
！

　
外
出
等
に
よ
り
お
受
け
取
り

が
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
ご

不
在
連
絡
票
が
ポ
ス
ト
に
投
函

さ
れ
ま
す
の
で
、
早
急
に
再
配

達
の
手
続
き
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

　
手
続
き
が
な
さ
れ
ず
、
そ
の

ま
ま
郵
便
局
で
の
保
管
期
間
を

過
ぎ
ま
す
と
、
一
旦
長
建
国
保

へ
差
し
戻
し
と
な
り
ま
す
の

で
、
保
険
証
の
お
渡
し
が
遅
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
再
配
達

の
手
続
き
は
確
実
に
行
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
致
し
ま

す
。

新
し
い【
水
色
】の
保
険
証
の

内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
新
し
い
保
険
証
の
色
は
『
水

色
』
に
な
り
ま
す
。
お
受
け
取

り
に
な
ら
れ
た
方
は
内
容
等
に

不
備
が
な
い
か
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

※
旧
保
険
証（
オ
レ
ン
ジ
色
）の

回
収
は
行
い
ま
せ
ん
。
ご
自
宅

に
て
破
棄
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

国
保
だ
よ
り

70
歳
以
上

 

の
方
へ【
高
齢
受
給
者
証
発
送
】

ご
自
宅
の
ポ
ス
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
！

　巡回健康診断申込書につきましては、３月下旬頃に「保険料の改
定のお知らせ（ピンク色の封筒）」に同封しております。

○�申込書にご記入後、同封しております茶封筒に入れてポストに投
函して下さい。
○40歳未満の方も2,000円のご負担で受診可能です！
◆注意事項◆～自己負担金2,000円をお支払いされるかたへのお願い～
　今年度より、自己負担額（2,000円）につきましては、受診日まで
に各所属事務所にて事前にお支払いいただくようお願い致します！
　金銭授受による窓口での混雑を避けるため、ご協力をお願い致し
ます。なお、やむを得ず受診日までにお支払いが困難な場合、各所
属事務所にお電話をお願い致します。

令和５年度巡回健診実施日程（予定）
実施日 申込書必着日 健診時間帯 地区 健診会場（予定）

8 /27㈰ 8 /11㈮ ９ 時～12時 島原 島原市有明総合文化会館

9 / 3 ㈰ 8 /18㈮ ９ 時～12時 佐世保 広田地区コミュニティセンター

9 /10㈰ 8 /25㈮ ９ 時～12時 北松 相浦地区コミュニティセンター

10/ 1 ㈰ 9 /15㈮ ９ 時～12時 諫早 高城会館（諫早）

※�会場（予定）については、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種会場と
なる可能性があり、状況により急遽中止となる場合がございます。中止と
なった場合はお葉書等でお知らせ致します。

●　健診会場は上記の中からお選び下さい
●　健診時刻は混雑解消のため個別に指定させていただきます。
●　健診会場については、地元の行事、検診車の駐車環境等、利用予約の受付
開始時期等により日時、会場を変更する場合があります。

●　申込者数が実施必須人員（30名）に満たない場合は中止とさせていただき
ます。

【
郵
送
】
保
険
証
更
新

新
し
い
保
険
証
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

確
実
に
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
！

令和５年度巡回健診
お申込みをお待ちしております‼

【お申込みに関するお願い】
巡回健診のお申込みは準備の都合上、実施日の２週間前必着で組合へ
お申込みください。

　全身の健康は歯の健康から
無料 　歯科健診を受けましょう‼
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対象者 　40歳以上（特定健診対象者）　　　　　 受診期間 　令和５年６月～令和６年３月

長崎県の歯科医療機関で、口腔内検査・口腔衛生指導を基本とした口腔内に関わる健診を無料で受診できます
　歯は食べ物を身体に取り入れ、栄養とする為に大切な役割を担っています。口腔内環境の悪化によって大切な歯を失ってしまうと、毎日の食事が
美味しくなくなってしまうほか、最近の研究では歯周病が重篤な全身疾患を引き起こす原因となることも明らかになっています。この機会にぜひ受
診しましょう。

記入例

ご希望の歯科医院を選び、健診の電話予約をしてください。
・令和６年３月31日迄の期間で予約してください。
・予約なしでは受診できませんのでご注意ください。

予約を入れた歯科医療機関に下記２点を持参し、受診してく
ださい。
◎令和５年度歯科健診受診券
◎保険証

受診（手続き方法）の流れ

⬇

STEP

1

STEP

2

歯科健診受診券は今年 ３月
にお送りした『特定健診の
ご案内』（Ａ 4サイズの緑の
封筒）に同封しております。

※紫色の小さい用紙をご確
認ください！
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